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【抄録】

年代前半における日本は、戦後の混乱が落ち着き、国全体が活気に満ちあふれていた。

クラシック音楽界においても、新たに欧米から入ってきた「前衛音楽」の影響を受ける作曲家

や、民族主義とも言える日本的な要素を作品に取り入れる作曲家、あるいは両面を持ち合わせ

た作曲家など様々であったが、新進気鋭の作曲家達が世界を見据えた作品を発表し、活性化さ

せていった。その頃、日本を代表する作曲家である矢代秋雄 は、伝統的な書法を学

ぶためにパリへ留学し、研究に没頭した生活を送っていた。その時期に書いた唯一の作品であ

る《弦楽四重奏曲》（ ）は世界的に注目を集め、矢代の本格的デビュー作となった。本稿で

は、主に 年代前半の日本の音楽界の動向を俯瞰した上で、矢代がパリ留学によって強めら

れ、培われた音楽観を考察する。

【キーワード】

矢代秋雄 現代音楽 年代前半 エクリチュール

１．1950 年代前半の日本の音楽界
①黎明期と過渡期

日本のクラシック音楽界がめざましい発

展を見せたのは戦後である。それまでの歴

史を概観すると、明治初期、政府の主導に

より日本の近代化が進められる中で音楽に

も「洋楽」が導入されたが、広く大衆に普

及したのはキリスト教の讃美歌や軍楽隊の

演奏によるところが大きい。

年、政府により設置された教育施設

の「音楽取調掛」では、当初、和洋折衷の

方針に基づいた音楽を学ばせていた。

年、音楽取調掛はより芸術的なものが学べ

る施設として「東京音楽学校」に改組され、

この頃から日本人による作品が発表される

ようになる。後に、ヴァイオリニスト兼指

導者として活躍した幸田延（ ）

が初の音楽留学生として欧米留学中に作曲

した《ヴァイオリン・ソナタ 変ホ長調》

が、日本人が書いた初めての器楽作

品と言われている 。また、 歳で入学した

瀧廉太郎（ ）は、橘糸重や遠山

甲子にレッスンを受けてピアニストとして

の腕を磨き、研究科に進む。一年後には嘱

託として後進のピアノ指導に携わりながら、

多くの歌曲とともに日本人初のピアノ独奏

曲《メヌエット》（ ）を作曲している。

東京音楽学校は一年間の予科を終えると

「師範科」か、器楽部と声楽部に分かれて

いる「本科」に進むことができた。官学で

あったため、一時期は国費削減の対象で高

等師範学校の附属音楽学校となるものの、

関係者の尽力により東京音楽学校へと再編

される。その後、校長の伊澤修二の教授補

助をしていた小山作之助や、本科でチェロ

を、研究科では作曲を学んだ信時潔、また

本科で ケーベルにピアノを師事し、一時

期ピアニストを志していた本居長世などが

歌曲の作曲家として活躍する。そして、本

科声楽部を卒業し、研究科でチェロ、指揮、

作曲を学んだ山田耕筰（ ）が、

年に日本人による初の交響曲《かちど

きと平和》を作曲する。この作品は山田が

ベルリン王立音楽院 現・ベルリン芸術大

学 に留学し、 ブルッフらに師事してい

た頃に卒業作品として書いたもので、帰国
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後の 年に初演された。自身もベートー

ヴェンの交響曲第 番を模範としたと語っ

ているように、全四楽章からなる古典的な

形式で、後期ロマン派のような豊かな響き

を持ち合わせた作品である。山田はその後、

ロシアのスクリャービンなど同時代の作曲

家から影響を受けたと思われるピアノ曲、

歌曲や管弦楽曲、オペラなど多くの作品を

書いている。

第一次大戦が終わる 年頃からの日本

では、童謡、浅草オペラ、映画館の幕間の

余興演奏、それに加えて欧州演奏家の来日

など、音楽を取り巻く環境が変化していっ

た。 年、山田耕筰と近衛秀麿が日本交

響楽協会を設立して日本初の本格的なオー

ケストラが編成されるものの、近衛は翌年

に山田と決別し、団員を引き連れて新交響

楽団（現・ 交響楽団）を創設する。定

期演奏会が開かれるようになり、日本で管

弦楽作品が披露される機会が多くなる。

東京音楽学校でも教授陣が強化され、

年にはそれまで研究科のみに置かれて

いた作曲部が本科にも設置される。私立の

音楽学校にも作曲科や作曲部が置かれ 、

年には現在まで続く ・毎日新聞社

主催の音楽コンクール 現・日本音楽コン

クール が開催されるなど、作曲界も活発

になっていく。また、山田の次の世代にあ

たる橋本國彦（ ）、諸井三郎

（ ）、池内友次郎（ ）

らが欧州に留学した際には、学んだ技法だ

けではなく、本場の音楽界の動向を日本に

伝える役割も果たしていた。矢代秋雄も彼

らから指導を受けた一人で、特にエクリチ

ュール 書法 を徹底的に学ぶべきという考

えは、池内のスタイルを継承している。ま

た、 年代には クライスラーや ハ

イフェッツ、 ジンバリストといった著名

なヴァイオリニストの来日が続く。

年には作曲家の箕作秋吉（

）、清瀬保二（ ）らの呼び

かけにより、新興作曲家聯盟が発足し、会

員の作品が定期的に発表されるようになる。

年に日本現代作曲家連盟（現・日本現

代音楽協会）へと名称を変えてからは、国

際現代音楽協会 に加入し日本支部が

置かれる。日本の作品を海外に紹介できる

機会が設けられたことで、多くの作曲家が

入会する。

この頃の日本人作曲家の多くは、ドイツ

古典派やロマン派の音楽を模範としていた

が、やがて橋本らがアカデミックな作風と

日本的要素を併せ持つ作品を生み出す。ま

た、日本の伝統音楽からインスピレーショ

ンを受けるなど民族性と向き合っていた清

瀬や早坂文雄（ ）、松平頼則

（ ）、平尾貴四男（ ）、

伊福部昭（ ）などが次々と管弦

楽曲を発表する。ロシア人作曲家の チェ

レプニンがアジアの管弦楽作品を海外に広

めることを目的としてパリで 年に開い

たコンクールで、イベール、オネゲルらの

審査を受け伊福部の《日本狂詩曲》（ ）

が第一位を受賞する。国内でも、 年に

指揮者の ワインガルトナーによって同様

の趣旨でコンクールが開かれ、早坂の《古

代の舞曲》（ ）などが受賞するが、そ

の後しばらくは、戦争により日本人作品が

国際的に知られる機会が失われる。

しかし、戦意高揚の時流に合わせ、新交

響楽団は 年から 年まで月に一度は

日本人作品を加えた演奏会を開いている。

創作活動である作曲に関しては戦争による

抑圧はなく、むしろそれまでの主流であっ

た西欧の模倣から抜け出し、自国らしさを

追求する動きも現れ、管弦楽曲をはじめと

する多くの作品が書かれている。しかしな

がら、戦意高揚のための「日本的作曲」に

応えた山田や信時などに対して、戦後に批

評家の山根銀二（ ）らが批判し

「楽壇戦犯論争」にまで発展することとな

る。その論争とは別に、 年代からは作

曲においての「日本的なるもの」について

様々な捉え方があった。清瀬、松平なども

西欧の伝統的和声や様式を基盤とした枠組

みの中に日本的な音楽素材を盛り込んだ作

品を書いていたが、特に前述したチェレプ

ニン賞に伊福部の作品が選ばれたことで、

受容や模倣ではない日本独自の方法がある

ことを作曲家達は認識した。雅楽をモデル

とした《左方の舞と右方の舞》（ ）な

ど、全音階的旋律を用いた管弦楽作品を書

いていた早坂は、西洋文化が有ならば東洋

文化は無であり、作品を書くには東洋的感

性そのものになりきらなければならない、

と考えていた 。しかしそれらを体現しよ

うと試みていた矢先に、 歳の若さで亡く

なる。一部の評論家は、西欧を起源とする

音楽形式に「日本らしさ」を取り入れよう
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と「日本的情緒を感じさせる音楽」を掲げ

ていた作曲家に対して、「日本的」という

概念自体に疑問を呈し、論争を仕掛けるこ

ともあった。 年代から 年代にかけ

て活躍した作曲家の多くは、欧米から新し

く入ってきた革新的な音楽語法を受容摂取

しながらも、日本人としてのアイデンティ

ティーを確立すべく、和声や構築の面で民

族的要素を盛り込むべきか、模索していた。

②発展期

年 月、音楽雑誌統合措置が始ま

り、刷新されたことでその内容も充実した。

各誌が果たした役割は大きく、そこから当

時の音楽界の動向を知ることができる。音

楽批評誌としては、古くは大田黒元雄、野

村光一、堀内敬三を中心に 年から

年まで刊行されていた『音楽と文学』（音

楽と文学社）があり、その他、戦前には

『音楽新潮』（音楽新潮発行所）、『音楽之

友』 音楽之友社 や「フィルハーモニー」

（新交響楽団）といった雑誌が刊行されて

いた。なかでも戦前の『音楽文化』の内容

を継ぎ 年に創刊された『音楽芸術』

音楽之友社 は、日本におけるクラシック

音楽をあらゆる角度から鋭い視点で切り込

む音楽評論雑誌となっていった。毎号組ま

れる特集や座談会では様々な分野の識者が

議論をたたかわせ、作品批評や演奏会評な

どにはストレートな表現が見られる。特に

年代から 年代は日本人作品につい

ての特集が頻繁に組まれ、作曲家や演奏家、

評論家、そして聴衆である読者を巻き込ん

での議論が展開されている 。そこでは後

の日本作曲界を担う若い作曲家達による活

発な意見も見られる。

例えば、 年に企画された座談会「二

十代作曲家の主張 」では、当時の音楽界を

牽引していた評論家の山根と、新進気鋭の

作曲家であった石井歓（ ）、團伊

玖磨（ ）、芥川也寸志（

）、黛敏郎（ ）と矢代が、彼

らより上の世代の作曲家について意見を交

わしている。山田耕筰をはじめとする作曲

家に対し、芥川が「先輩としての努力には

敬意を払うが、不甲斐ないという点では不

甲斐ない」、「世界市場に出せる立派な作品

は一つもない」と述べると、團も「もう少

し大きな望みと意欲をもって、また一つの

意識をもって先輩が動いたとするならば、

もう少し何等か語るに足るべき音楽がやは

りできたと思う」と発言する。山根も懇意

としている作曲家の池内が「自分以外はみ

んな否定する、ダメだ」と言い、自身は教

師として僅かに名は残るが「ほかのやつは

ダメだ」と、自分達世代の作曲家が日本の

作曲界に成し得たものは少ないと認めてい

た、と伝えている。石井が「自分の心から

生れた音楽を作っていないということがあ

ると思う。その時代々々に流行った流行を

追っているだけで、（中略）その時代の流

行を追ったら自分でしぼり切れない間に時

代が先行する」と発言すると、團が「それ

はできたにしても流行遅れになる。自分で

流行を作らなければ」と言い、黛も「自分

で流行の尖端を開こうということがなかっ

たですね」と同意している。 年には若

い作曲家達がこのような先人批判をしてい

たことを知ることができる。尚、その中で

矢代だけは、先人作曲家を一概に否定はで

きない旨、一言述べるに留まっている。こ

こに登場する 人は後にそれぞれのスタイ

ルで作品を発表し、日本を代表する作曲家

となっている。

終戦後は、欧米から同時代の作曲家によ

る「前衛音楽」が日本に紹介され、その影

響を受けた日本の若手作曲家が実験的な作

品を次々と発表する。入野義朗（

）が 年に 音音楽を紹介する論

文を発表し、同年に日本で初めて 音技法

を用いた《 つの楽器のための室内協奏

曲》を発表する。翌 年には芥川が室内

オーケストラの生演奏と録音、変調したも

のを協奏させて作った《マイクロフォンの

ための音楽》が、 から放送される。黛

は、音響・録音技術を用いた日本初のミュ

ージック・コンクレート作品である《 ・

・ 》（ ）を発表する。これは、飛行

機や大砲、進軍ラッパの音などをコラージ

ュした戦争描写的な 、人声を素材とする 、

オットセイの声とストラヴィンスキー風の

器楽作品を組み合わせた からなる前衛的

な作品であった。

現代音楽の中でも、特にシェーンベルク

が提唱した 音音楽については 年代

にすでに日本に紹介されてはいたものの、

識者の間でも理解するのに時間を要してい

た。ようやく 年代初頭から『音楽芸

術』誌上で紹介されてからは、幾度も解説

のページが組まれるようになる 。しか
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し、中田喜直（ ）のように 音

音楽自体は一種の技法に過ぎず、調性を過

度に忌避して作曲する必要もない、との意

見も同時期に掲載されている。特にオペラ

や合唱曲を多く書いていた作曲家の清水脩

（ ）は、 年に次のように述

べている。

一番顕著な現象は、若い作曲家たちが、 音

階理論への接近に熱心なことである。決して悪

いことでもないし、とがむべき点もない。作曲

家が、何をやろうと一向にかまわない。最後に

は芸術家としての自己―言いかえればその作品

にかえってくるのであるから他人が口をはさむ

べき筋合いのものではない。しかし、音楽のス

タイル、もっとせまく言って、一人の作曲家の

スタイルというものは、作曲理論だけで形成さ

れるものではないことを知るならば…。そして

また、 音階理論の場との間をうめるべき何も

のかがあることを知るならば…。調性的な理論

から十二音階理論への移行の必然性が、どうし

て生れたかに思い到るならば…。今の日本の作

曲家、伝統のない（誤解を招きやすい言葉では

あるが）日本の作曲家が真剣に取り組むべき領

域はまだ、 音階理論以外に、沢山あるのに気

がつきはしまいか 。

ミュージック・コンクレートに関しても、

年には「作曲家の不在とも言うべき作

品」と批判的な意見が多く、電子音楽やシ

ュトゥックハウゼン、ジョン・ケージの不

確定音楽などについても特集や解説ページ

が組まれている一方、「早坂文雄と汎東洋

主義音楽論」といった西欧一辺倒ではない

作曲家の持論が紹介されているものや、同

年 月号の「三十年後の芸術」という記事

では未来の音楽界を予想する特集も組まれ

ている 。日本の音楽界全体で現代音楽の

手法が話題になりつつも、徐々にそれらに

対しても個々人の好みのレヴェルである、

といった柔軟な捉え方に変わっていく。

年代に活躍した作曲家は、戦前・戦

中派と、戦後派というように青年期を過ご

した時期によって分類されることがある。

團や芥川などは東京音楽学校在学中に陸軍

戸山音楽隊のメンバーに選ばれているが、

これは学徒徹底動員から東京音楽学校の生

徒を救済するための措置であった。その上

の世代は戦地に赴いた人や、国威発揚に関

する作曲を命じられた人もいる。戦争に直

接影響を受けた世代は、西欧との交流が妨

げられたことで、多少なりとも音楽の実態

を捉えるのに苦慮した面が見られる。声楽

家兼民俗音楽研究家の内田るり子は、当時

二十代の音楽家が「よい意味でも悪い意味

でも戦後派と呼ばれるリアルな大胆なわり

切ったいわゆるドライな感覚」を持ってお

り、四十代の音楽家からは「ウェットなロ

マンティシズム」が感じられ、 年から

年生まれの「われわれ三十代は、動きや

すい複雑な感情をもっているのかもしれな

い」と語る 。

当時、海外の目から見た日本人作品は、

いくつかの作品を除いて西欧の模倣的レヴ

ェルと捉えられていた。 年の誌上 でも、

毎日のように演奏会は開かれるものの、日

本人作品をプログラムに入れる演奏家はほ

とんどいないという現状について、これら

は作曲家と演奏家の共同の仕事として真剣

に考えていないからであり、そのためにも

鑑賞に足るような独創性のある作品が必要

となる、と問題提起している。新しい創造

に向かって作品を書かないのであれば「作

曲家を名乗るべきではない」と一部の作曲

家を批判した上で、個性や独創性に乏しく

古めかしい音楽を書くのも良いとは言えな

いが、才気にまかせて書き流すのも現代音

楽の本流からは程遠い存在である、と作曲

家の姿勢を問う声も上がっている。また、

一部の作曲家は国際的なコンクールに進出

するようになってきたが、海外で認められ

ることだけを誇りにせず、「何ものにもへ

つらわず、時流にかかわらない創造精神の

確立こそ作曲家の根本的態度である 」と

進言している。日本の 年代前半の音楽

界は、それまでの西洋からの受容、摂取を

経て、独自性が見られる作品を書こうと模

索していたところへ、新たに欧米の作曲家

による前衛的な音楽が入ってきた、という

状況にあり、日本から世界に通用する作品

が生み出されるのは主に 年代後半から

となる。

音楽グループの活動が活発になるのもこ

の頃からである。ちなみに、矢代と同じ

年生まれの作曲家には、黛敏郎、松村

禎三、間宮芳生、湯浅譲二、宍戸睦郎など

がおり、その後、武満徹（ ）や

三善晃（ ）などが続く。 年

に詩人の瀧口修三が命名し発足した「実験

工房」は、作曲家の武満や湯浅譲二、ピア

ニストの園田隆弘、評論家の秋山邦晴や美

術家などが新しい芸術形式の発展を目指し
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て結びついたグループであった。 年に

林光、間宮芳生、外山雄三によって結成さ

れた「山羊の会」や、 年に池内門下に

より結成され、矢代もメンバーとして会を

支えた「深新会」など、伝統と新しい音楽

との共存を考えるグループもあった。しか

し、発表できる機会が増えるといったメリ

ットがあることで複数のグループに所属す

る音楽家が多かった。そのため、それぞれ

のグループではっきりとしたコンセプトや

主張を掲げるわけではなく、例えば、音楽

が高踏的であるべきか否かについても考え

が分かれるなど、組織的な活動グループと

いうよりは同好会的な結び付きを持ってそ

れぞれ作品を発表していた。

年の座談会「『 人の会』の発言 」

で、團はヨーロッパの作曲技法の模倣の域

を脱した現代の日本の音楽を作るべく、特

に「間」といったものを含めて日本人とし

ての生活から出てきた音楽を書きたいと述

べている。そして、勉強として西欧の音楽

を学ぶ必要はあっても、そこから先は日本

人全員がわかる音楽を書くべき、と続けて

いる。日本的性格や民族性に関しても自作

へどのように反映させるべきか悩むが、作

品を通して考えを伝えていくためにも書き

続けなければならない、と語る。また、音

楽的伝統がある西洋にいる人達と東洋にい

る私達とは根本的な音楽観が異なるとし、

「現在までの日本の作曲は、残念ながらつ

まらないと言われているから、その原因を

衝いて、もっと上手に面白いものを作りた

い。 中略 黛君は聴衆を引きずりこむ力が

作曲家に必要だと言ったけれど、そういう

意味で、作曲家をひっぱり廻す様な聴衆は

もっと必要」である、と述べる。研究発表

的な性格ではなく、こちらから積極的に働

きかけるような魅力を持った音楽を生み出

されなければならない、と言う團に、芥川

が「今までの作曲家の作品には、いろいろ

不満もあるし、言いたいこともあるけれど

も、その中からぼく達が反省するものを学

ぶとすればそれが一番大事」と賛同してい

る。前述した 年に先人批判をしていた

團、芥川、黛という三人のメンバーが、日

本の作曲界をリードしていく気概を持って

タッグを組み、社会を意識しながら作品を

発表し続けていった様子がうかがえる。

年代前半に発表された作品は、評論

家や他の作曲家を中心に音楽雑誌で酷評さ

れたり、擁護されたりと良くも悪くも話題

に上がっていた。しかし当時、作曲家や演

奏家からは、一部の批評家によるいささか

無責任な発言がもたらす弊害があるとし、

批評家は一段引っ張りあげるような人物が

理想であるとの意見も出ていた。そういっ

た指摘も含め、それぞれが自由に発言して

いたことで音楽界が活気づき、大きく発展

していったのも事実である。しかし、欧米

の作曲界ではこの頃すでに、 音で書くか

否かではなくどのように書くかといった探

求をしており、日本はやはり遅れをとって

いた、と識者は指摘する。

そもそも日本におけるクラシック音楽の

根底には「おくれの意識」があったと言わ

れている。評論家の秋山邦晴は、西欧音楽

を学ぶ者の権威主義的な意識とコンプレッ

クスについて触れ、「『おくれの意識』の

まえでは、古きも、新しきも、すべては西

欧の技術を学ぶことであった 」と述べて

いる。欧米で流行している作曲法を日本人

が真似ることは勉強としては良いが、手法

はその効果が上がる時のみ意味がある、と

考える作曲家も多かった。ある種の模倣が

感じられ、自らの欲求に従って生み出した

とは言えない作品に関しては日本人の作品

と呼ぶことはできない、と批判する作曲家

もいた。「借り物で無い音楽が我々の精神

生活の中にも、社会的にも必要である 」

と述べる團のように、歴史がある西欧の音

楽に対する技術の模倣や摂取だけでは自分

達のものには出来ないのではないか、とい

った気づきや反省から、日本の作曲家に新

しい自覚が生まれたと言われている。

年代前半は、戦争によって制約され

た状態から解き放たれたことから、若い世

代の作曲家が中心となって音楽界をリード

していった。そこには先人の作曲姿勢を批

判し、世界を見据えた作品を自分達の世代

から世に出していかなければならない、と

いう強い意志が感じられる。前述のように

批評はやや偏向的な風潮が見られ、演奏家

も現代音楽に向き合うには技術不足が見ら

れ、当然ながら聴衆も理解し難い現代音楽

を歓迎していたわけではなかった。そのた

め、多くの作曲家が自分の進むべき方向を

見失いがちな状況に陥っていた。しかし、

年代後半になると、大衆の意識が変化・

向上したことにより、受け入れ幅も広くな

り、それぞれが容認しあうようになったこ
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とで作品も生み出しやすくなったと考えら

れている。また、 年代は海外の著名な

演奏家や団体が次々に来日し、クラシック

の中でも現代音楽に限らず、様々な国の良

質な音楽を聞くことができる機会が増えた

ことで、日本人が音楽を多面的に理解でき

るようになったとも言われている。

③音楽的環境

ここで主に 年代前半の演奏や聴衆に

ついて、またその他の音楽的環境について

触れておく。

前述したように、 年代前半までは日本

の作曲家による作品が演奏会で取り上げら

れる機会は少なかったが、それは日本の現

代音楽、特にオーケストラ作品の演奏や理

解が難しかったことが理由の一つと言われ

ている。日本の管弦楽団は、 年設立の

新交響楽団（現・ 交響楽団）の他、

年に編成された「いとう呉服店少年音

楽隊が基である東京フィルハーモニー交響

楽団（ 年改称）や 年に東宝交響

楽団として設立し、 年に改称した東京

交響楽団など、関東圏だけでも年々増加し

ている。戦時中には銅の使用が制限され、

楽器が揃わないことなどを理由にやや技術

不足を感じさせる団体もあったが、戦後の

年になっても、指揮者のローゼンスト

ックが日本のオーケストラ団体の演奏水準

の低下を危惧している 。これに関しては、

矢代も同じ頃に「 響の疲労し切った尾高

氏の棒でガタガタの演奏をしていた頃」と

記している 。その後、矢代が 年に

「 留学から帰ってきたら オーケストラが

うまくなった 」と発言していることから、

この間に一部の団体に限らず、オーケスト

ラに関わるメンバー一人一人の技術、意識

の向上があったと思われる。 年代半ば

にはピアニストの安川加壽子などのすぐれ

た演奏家が、日本人作品を集めた演奏会の

ための作品募集や作曲依頼を行っている。

東宝交響楽団も 年の設立当初から、伊

福部などの日本人作品をプログラムに取り

入れている。また、新交響楽団から日本交

響楽団となり、さらに 年になって改称

した 交響楽団も、急逝した作曲家兼常

任指揮者の尾高尚忠（ ）の功績

を称えた「尾高賞」を設けて日本人作品の

公募を行っている。 年後からは一年間を

通して初演された作品から選定し、再演の

形を取るようになる。日本人の新作をプロ

グラムに取り入れることについて、未熟な

曲をデビュー作品として発表することが新

進作曲家のためにはならず、もっと厳選し

た作品を紹介すべき、との声も一部では上

がっていた 。しかし、その後の日本フ

ィルハーモニー交響楽団の作曲家への委嘱

シリーズは 年まで続けられ、成功を収め

ている。矢代の《交響曲》（ ）は黛の

初演作の好評によってシリーズ化された企

画の第一作として発表されている。このよ

うに、日本の作曲界は企画側、演奏家側の

協力をもって大きく発展していったものの、

当初、聴衆からは現代音楽全般に関して、

難解で印象に残らず興味が持てない、とい

った声が多く聞かれていた。作曲家は、一

般の人が聞きたいと感じるものを書くべき

とは思うが、やはり芸術を求めたい、とい

うジレンマを抱えていた。そこで、現代の

作曲家と聴衆の水準が違うのであれば、大

衆の音楽レヴェルを引き上げる必要がある、

との意見が上がる。当然ながら、作曲家が

持つ社会意識や歴史意識はそれぞれ異なり、

オリジナリティーを打ち出すためにも大衆

と遊離することもやむを得ない、という考

えもあった。しかし「現代音楽」が現代人

にとって理解できない音楽であってはおか

しいのであり、音楽界全体の問題として捉

えて専門家が聴衆の芸術に対する感性を高

めるために努力し、必要な啓蒙活動を行っ

ていくべき、との意見が上がる。そこで、

放送分野でも 年から翌年まで ラジ

オ第 放送で月に一度、「現代音楽シリー

ズ」が放送されることとなった。 世紀音

楽の中から国別で日本初演の作品を紹介す

るもので、バルトークやメシアンの作品も

初演されている 。

また、この 年代半ばには小・中学生

の音楽鑑賞の機会も増え、楽器演奏への関

心も高まり日本全体が文化教養を尊重する

時代となっていく。そういった風潮を受け、

クラシック音楽の普及とともに楽器の販売

促進も見込まれたことから、 年代半ば

に楽器店のヤマハと河合が音楽教育事業に

乗り出す。 年に日本楽器製造（現・ヤ

マハ株式会社）が実験的に教室を開き、

年後にはヤマハ銀座ビル内で「ヤマハオル

ガン教室」を開講し、 年に「ヤマハ音

楽教室」と名称を変え全国展開する。日本

楽器から独立した河合小市が立ち上げた河
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合楽器研究所（現・株式会社河合楽器製作

所）も、小市の没後に娘婿の河合滋が社長

就任した後の 年にカワイ音楽教室を開

設する。ヤマハ同様に音楽教育事業のユー

ザー層を拡大し、音楽の早期教育、または

趣味としての音楽演奏の普及をはかった。

音楽の早期教育に関しては、現在も各地

で教室が展開されている「鈴木ヴァイオリ

ン・メソード」の創始者である鈴木鎮一が、

年に「全国幼児教育同志会」を設立し

ている。他に、早期一貫教育を目指した齋

藤秀雄、井口基成、吉田秀和、柴田南雄ら

による「子供のための音楽教室」も、同年

から開講している。現在は全国に 箇所近

く構えるこの教室は、当初、毎週土曜午後

に小・中学生を集めて東京家政学院内でレ

ッスンを行っていた。その後、子ども達が

高等学校に就学する年齢に達した際に、一

貫した音楽教育システムの必要性が問われ、

高等学校課程設置の構想を練った。そこで、

桐朋女子高等学校が協力を申し出たことか

ら 年 月に音楽科（男女共学）が設置

され、現在に至る総合学園へと発展した。

短期大学は 年創立、大学設置は

年である。その他の音楽教育機関について、

関東圏だけ見ても、前述した国立の東京藝

術大学 前身は東京音楽学校 の他に、私立

は武蔵野音楽大学が 年に武蔵野音楽学

校として創立、 年に大学として設置さ

れており、国立音楽大学は 年に東京高

等音楽学院として創立、 年に大学とし

て設置されている。 年に鈴木米次郎に

よって創設された東洋音楽学校は 年に

東洋音楽大学を設置し、 年に東京音楽

大学へと改称しているなど、 年代以降

には全国的に音楽大学が増加している。

演奏会場に関しては、 年代前半には

全国的に占領軍に接収されていた多くの建

物が返還され、新たに収容人数が千人を超

える大規模なホールが各地に建設された。

年に公立施設初の音楽専門ホールとし

て建てられた神奈川県立音楽堂は、 人

収容できるホールとして、現在も頻繁に利

用されている。

また、 年には片面 分の長時間収

録ができる レコードが日本で初めて発売

される。近・現代の音楽も数多く収録され、

演奏会場だけでなく自宅で音楽が楽しめる

ようになったことで音楽鑑賞の手段も変わ

り、クラシック愛聴者が増加した。ラジオ

やテレビといったメディアとともに業界全

体で日本におけるクラシック音楽の土壌を

作り、大きく前進することとなった。

その他、 年代の音楽環境に影響を及

ぼした出来事として「うたごえ運動」があ

る。声楽家の関鑑子 が、

年に日本共産党の文化政策に基づいて中央

合唱団を創立し、指導したことから始まる

大衆のための運動で、社会民主主義をもと

に労働運動、学生運動と結びつきながら全

国各地に合唱サークルを組織していった。

ロシア民謡や日本人が作曲した合唱曲が多

く歌われたが、演奏会では国際交流に積極

的に取り組み、関係者とも交流があったシ

ョスタコーヴィチが作曲した《森の歌》を

プログラムに入れるなど、音楽文化推進の

一端を担った活動として捉えられている。

勤労者の芸術鑑賞と実演への参加意欲の高

揚により、新たな聴衆を獲得することとな

った。芥川をはじめ林や間宮など、創作や

演奏、指揮や指導に関わった作曲家も少な

くない。またこの時期には、聴衆に合わせ

て平明なセミ・クラシック風の音楽を目指

すという中間音楽的発想から生み出される

作品も多く、各方面からその是非が問われ

ていた。同時期に、日本語オペラを上演す

る機会を増やすべく二期会と大阪の労音

（勤労者音楽協議会 ）が手を組み、広く関

係者に協力を呼び掛けた「日本オペラ運動」

が起こっている。それらも労音の会員にオ

ペラ観劇の機会を増やすことを目的とした

大衆のための振興運動であり、作曲家の柴

田南雄も、器楽作品よりも日本語歌詞によ

るオペラの方が大衆は理解しやすいであろ

う、との理由で支持していた。

他に 年代前半に度々触れられてい

た問題の一つに、楽譜の出版問題がある。

「いつも不便を感じていることだが、邦人

作品殊に大衆的でない器楽曲は出版されて

いないために、一度初演すると直に楽譜は

作曲者又は放送局に返さなければならない

ので、何かの機会に演奏したいと思って

も、作曲者、放送局と連絡に手間どること

を思うとつい断念してしまうことが多い

」といった意見が演奏家などから出てい

た。ヴァイオリニストの オイストラフ

（ ）は、日本では自国の作曲家

の作品へ強い関心が示されており、オーケ

ストラなどで演奏され、テープに録音され

たものがラジオ放送されているが、楽譜に
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関しては出版されずほとんど手書きのまま

であることは問題である、と指摘している

。印刷譜がない場合は演奏することは困

難であり、日本の作品に関して「創作への

関心はあるが、私達にはほとんど知られて

いない」と続けている。識者からも、仮に

採算と合わないとしても、印刷されて世に

出されることが先決ではないかといった意

見が出されたことを受け 、日本の出版業

界も音楽的環境を整えるべく、全音楽譜出

版社、日本楽譜出版社、音楽之友社などが

日本人作曲家による管弦楽曲や器楽曲の出

版に乗り出した。なかでも 年創業の

全音楽譜出版社は、伊福部、芥川といった

日本の作曲家による作品の出版に積極的に

動いた。他にも、日本の音楽的水準を上げ

るために「良いものはときどき上演する風

習をつくること」、「放送、レコード、出

版、演奏にかかる無税。営利目的でない演

奏会の著作使用権をなくすること」、「邦人

作品紹介のセンターを作る」ことや「絵画

に国立近代美術館があるように、音楽にお

いても同様に作ってはどうか」といった意

見が活発に出されていた 。上記のよう

に、 年代半ばにかけては各所から様々

な意見を募りそれらを日本の音楽界全体で

改善するべく、音楽環境が整えられていっ

た様子がうかがえる。

日本における 年代前半の音楽界は、

試行錯誤を重ねながら急成長を遂げた激動

の時代であり、日本の音楽界に身を置く人

であれば、まわりの音楽家の動向と芸術観

などを含めた様々な情報に全くの無関心で

はいられない時代であったと推察される。

しかし矢代はその頃、遠く離れたフランス

で、同時代の音楽ではなく伝統的な書法の

研究に没頭していた。

２．1950 年代前半の矢代秋雄
①留学前

矢代は 年だけ特例として認められた

制度にあやかり、中学三年終了後すぐに東

京音楽学校へ入学する。当初は通常の授業

は行われなかったが、終戦後は教員体制が

一新され、池内から作曲を、伊福部から管

弦楽法を学ぶ。特に池内は、作曲するには

裏付けが必要であり、自身がパリ・コンセ

ルヴァトワールで学んできた技術、音楽書

式を後進に伝える、という使命感を持った

指導者であった。矢代はそれまで、ピアノ

曲を中心とした作品をいくつも書いていた

ものの、後にその多くを破棄したと言うが、

入学前に書いた幾つかの作品や《 のプレ

リュード》（ ）などは現存している。

学内発表した《ヴァイオリン・ソナタ》

や《ピアノ協奏曲》 と同様に、

自身がピアノパートを担当して《ピアノ三

重奏曲》（ ）を発表し、批評家の山根

に「上野の卒業作品ではこれだけのレヴェ

ルに来たものはこれまでなかったと記憶す

る。（中略）今後の活発な創作活動に期待

がかけられる 」と言わしめる。大学へ昇

格し東京藝術大学となった研究科に在籍し

ていた時期には、《ヴィオラとピアノのた

めのソナタ》 、《ヴァイオリンとピ

アノのためのセレナーデ》 などを書

いていたが、やがて行き詰まりを感じるよ

うになったという。そこで、ヨーロッパで

音楽の基礎的な書法の技術を学びたいと熱

望するようになり 、師が池内であったこ

とと、暁星中学でフランス語を学んでいた

ことからパリ・コンセルヴァトワールへの

留学を希望する。 年には依頼された舞

踊劇の一部からピアノ曲へと編曲した《荒

武者の踊り》（ 年に改訂）や、《夜

曲》といったピアノ小品も書いている。

年には《ヴァイオリンとピアノのため

の つの小品》、そして研究科の修了作品

として単一楽章で 分を超える大作の《交

響的小品》を完成させる。この曲は一時、

《大オーケストラのための交響的ロマン》

というタイトルがつけられていたというが

、後の《交響曲》（ ）に通じる部分

が多々感じられるものの、ややオリジナリ

ティーに欠ける。初演は、翌 年 月に

東京芸術大学管弦楽研究部によって行われ

ている。

月からは母校の東京藝術大学非常勤講

師となり、後進の指導にあたる。同 年

に《ピアノ連弾のための古典組曲》（

年に一部改訂）を書き上げる。優雅な情感

を持った作品で、バロック様式から借用し

たアントレー、クーラント、シシリエンヌ、

ブーレ、ジーグの 曲から成る。草稿譜に

は「ヴェルレーヌ『エピグラフ』による」

との記載もあり、楽譜の冒頭には、 ヴェ

ルレーヌの詩「月の光」の一節が書かれて

いる。
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竪琴をゆし按じつつ 踊りつつ さはさりな

がら 奇怪の衣装の下に 仄仄と心悲しく
（訳 鈴木信太郎）

楽譜に詩を表記することは、後に、音楽

外の要素を作品に持ち込むことを嫌い、創

作は純粋に作品でありたい、と語る矢代に

は一見珍しい。しかし、この曲も直接的に

詩の内容を表したわけではなく、同じヴェ

ルレーヌの「月の光」に触発されたドビュ

ッシーやフォーレが名作を生み出したのと

同様に、矢代も夜の幻想的な雰囲気とそこ

にひそむ情感を詩から感じ取り、表現して

いる。この曲には、後の《交響曲》などの

大作に出てくる濃密な表現とは異なる夜の

雰囲気が感じられる。

年 月に「戦後第 回フランス政府

給付留学生」として日本を離れた矢代は、

一ヶ月の船旅の中で「パリに行ったら、ぼ

くは毎日下宿と図書館の間を往復するんだ」

と語っていたという 。到着したパリの

地で矢代はおよそ 年間を過ごすこととな

る。清瀬は、矢代と同じ船でパリへ渡った

作曲家の別宮貞雄（ ）が「パリ

で勉強するのは一期を三年ぐらいにするの

がいいと言っていた。余り長くいると却っ

てよくない、と。三、四年経って又パリに

来れるといいと思うということを彼の経験

から言っていた 」と語っている。伝統

的な書法を学ぶことに重きを置いていたコ

ンセルヴァトワールでは、書法自体が発展

していくわけではないため、それぞれが持

ち得る個性までつぶされてしまうことを懸

念した故の発言である。では矢代はパリで

どのように過ごしていたのであろうか。

②コンセルヴァトワールと《弦楽四重奏

曲》

月からコンセルヴァトワールに入学し

た矢代は、ソルフェージュと和声のクラス

では クラスある中で プレールに師事し、

対位法とフューグ（フーガ）のクラスでは

クラスある中で ガロンに師事するが、

先に対位法のクラスである程度の成績を取

らないとフューグのクラスには入ることが

できなかったという。ピアノ伴奏法は出さ

れた和声を即座にピアノで弾くことや、移

調、スコアリーディング、初見などを学ぶ

クラスで、女流作曲家の ブーランジェに

師事した。そこでは指揮者を志す学生が多

かったという。そして作曲のクラスでは

クラスある中、 オーバンに師事した。別

宮はもう一方の ミヨーのクラスに入った

が、保守的なオーバンと革新的なミヨーと

ではクラスの雰囲気もまったく異なってい

たという。また、作曲科の学生は聴講が必

須であった メシアンの音楽美学・アナリ

ーゼのクラスは、特別講義として 週間に

回開講していた。古典から現代作品まで

を扱い、特にリズムについて新しい領域を

開いたメシアンならではの、インドやギリ

シャのリズムといったテーマを含む幅広い

内容の講義が行われていたという 。コン

セルヴァトワールの学びの中で、フランス

の伝統的な音楽書式を意味する「エクリチ

ュール」に没頭していた矢代は、時々音楽

会にも足を運んではいたものの、「どこで

いつ会っても、和声や対位法の課題の話し

ばかりしていて、周囲の者はいささか心配

したり閉口したりしていた 」というほど

であった。

矢代は、帰国後の 年に「フランス的

職人気質」について語っている。フランス

の音楽家は驚くほど勤勉で、浅く広い知識

は決して尊重されないが、それは「メチエ

―音楽―が、いかに深いものかを身に沁み

て知っているから」だという。また、個人

主義で、自分に絶対の自信があるため他人

の言動に右顧左眄せず、作品を評価する際

にもその完成度によってのみ採点され、傾

向によって判断されることはないという。

矢代が 年代から 年代の日本の音楽

界の風潮に特段動じることなく自身が信じ

る道を歩み続けたのは、フランスでそうい

った職人気質に触れ、「この、フランス的

職人気質というものは、僕がフランスで得

た最も大きな教訓の一つ 」と述べるよう

に、自身もそうあるべきという信念を持っ

ていたからであろう。

フランスの伝統書式を自分が納得する程

度には習得できた、と感じた矢代が卒業試

験の課題として提出したのが《弦楽四重奏

曲》（ ）である。矢代は「今となって

は、習作に毛の生えたような代物で、所詮

フランス・アカデミズムから少しも抜けて

はいないが、これなしには《交響曲》も

《セロ協奏曲》も《ピアノ・ソナタ》もあ

り得なかったと考えている 」と語って
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いる。多くの識者もこの《弦楽四重奏曲》

が「作曲家」としての矢代の最初の作品、

と判断している。

年夏に第 、第 楽章を書き始め、

翌 年の 月に全ての楽章を完成させる。

日本人メンバーを含めた音楽仲間に演奏を

依頼し迎えた 月の卒業試験であったが、

評価としては、保守派の校長 デュプレか

ら「学生にあるまじき急進的なもの」とみ

なされ、作曲の師であるオーバンにもその

能力は認められた上で「必ずしも君の作品

を好きじゃないが」と言われ、最低の褒状

も貰えなかったという 。教授陣から良

い評価を得られず落ち込んでいたところ、

審査員として関わっていた作曲家の シュ

ミットと、同じく審査員でフランス国立放

送音楽部長をしていた バローから曲を絶

賛される。バローの推薦により、同年 月

日、パレナン弦楽四重奏団の演奏でパリ

の第一放送から全国放送される。矢代はパ

レナンのメンバーとはすでに親しい仲であ

ったが、演奏に関しても「パリで殊に近代

曲にかけては一番いい弦楽四重奏団」と高

く評価していた 。帰国後の 年 月

日、日本現代音楽協会作品演奏会で来日

中のパレナン弦楽四重奏団の演奏により、

日本初演が行われた。プログラムに載せら

れた「作曲者のことば」には「高等和声法

の 等賞をもらった直後であり、 年間の

アカデミックな書式の修練から解放された

嬉しさと同時に、病みあがりにはじめて外

出した時のような一種の心許なさとを感じ

ながら、少しづつ進めて行った」とある。

その際の演奏会評では、評論家の属啓成が

「私はこの晩聴いた六つの中じゃ群を抜い

て矢代さんの曲だけが、何か本当の玄人じ

みた曲だと思ったんですよ。殊に最初のア

ダジオのでだしも非常に思わせぶりたっぷ

りな効果的な扱い方をしておりましたし、

そして二楽章にも特徴があった 」と評し

ている。日本でも高い評価を得て、翌

年の「第 回毎日音楽賞」を受賞する。そ

の後もロンドンの 第 放送での放送や

アメリカでの演奏など、世界各地で矢代の

名を知らしめる出世作となった 。イタ

リアにおいて最初に 音技法を導入した作

曲家である ダルラピッコラもこの《弦楽

四重奏曲》を賞賛し、それ以降、矢代に高

い関心を持ち続けたという 。

翌 年には「深新会」の第 回作品発表

会で再演され、音楽教育研究会より楽譜が

出版される。評論家の富樫康は「たしかに

この作品のなかには、厳格な形式主義の枠

の中におしこめようとした、抑圧された重

圧感がある。けっして流行のモダニズムに

は目もくれない律儀な気真面目さがある。

だが矢代はそのコチコチな鉄枠の中でも、

自分の個有な音運動の奔放さを何らかの方

法で発散させようと努力した形跡が、あり

ありとみられるのである 」と述べてい

る。

コンセルヴァトワールの教授陣から急進

的と捉えられたことについては、この頃の

音楽院の体制も関係すると言われている。

同時期にパリへ行った別宮や黛などが、当

時のコンセルヴァトワールは保守的で過去

の伝統を重んじる風潮がやや強すぎること

で、まわりからは過去の遺産に埋もれてい

ると揶揄されることもあった、と述べてい

る。

矢代自身はまた、この作品について「特

にローマ大賞式作風に反撥していた覚えは

さらさらになかったが、昨日までの研鑽の

対象だったフランス・アカデミックなもの

はつとめて避け、むしろ、バルトーク、ヒ

ンデミット、更にプロコフィエフなどに影

響されたと自分で思っている 」と述べ

ている。音楽学者の船山らは、 フラン

ク、 デュカスといったフランス近代音楽

に影響を受けながらもソナタの精神を捉え

ようとした作品、と評している。全四楽章

から成る循環形式の作品で、序奏と後奏が

ついた第 楽章の冒頭に現れるヴィオラの

印象的な旋律が循環モチーフとなり、度々

姿を見せる。第 楽章は主部に入ると、拍

子を頻繁に変えながらリズミカルな表情を

見せ、後奏でも再び循環モチーフが現れ

る。スケルツォ風の急速な第 楽章は、無

窮動のトレモロが弱音器つきで演奏され

る。フラジオレット奏法でのアルペジオや

グリッサンド奏法、ピッツィカート奏法と

グリッサンド奏法との併用など、様々な音

色を聴かせる。重厚で悲痛な雰囲気のコラ

ールから始まる第 楽章は、物憂げな雰囲

気で始まり、その後情熱的に展開する中、

循環モチーフが現れる。アタッカで切れ目

なく入った第 楽章は、躍動感に満ちた諧

謔的な雰囲気で進む。終結部で循環モチー

フが第 楽章の冒頭と同じ表情で現れ、最
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後は静かに終わる。作品全体の響きの良さ

や音の独特な表情、コンセルヴァトワール

で学んだ対位法的技法が自在に扱われてい

るのが特徴的である。

影響を受けたというバルトークやストラ

ヴィンスキーといった 世紀の音楽と矢代

の接点は、主音のはたらきを解消する無調

性に対し、音楽に中心音を存在させること

で無調による不安定さを回避しているとこ

ろである。また、ストラヴィンスキーは無

調的音高に加え、非拍節的リズムによる作

品を書いているが、この《弦楽四重奏曲》

でも矢代が「デリツメ」と呼ぶ、同一の音

高で徐々に変形させていくリズムによって

生き生きとした表情が引き出されている。

また、第 楽章の弱音器つきの飛び回るよ

うな動きはバルトークの《弦楽四重奏曲第

番》の第 楽章と同系のものであり、ピ

ツィカート奏法の多用もバルトークの作品

を彷彿とさせる。

《弦楽四重奏曲》の草稿からは、例えば

限られた狭い音域で上下行を繰り返す動き

とその響きについても、音を吟味し、推敲

し、矢代独自の表現として仕上げていく過

程が見られる。また、草稿にはフランス語

のタイトルのそばに「わが妹葉子へ」とい

う献辞が同じくフランス語で書かれている。

これは、留学先で妹の訃報を耳にした矢代

が追悼の意を込めて書いたものであるが、

別宮が重苦しい雰囲気の第 楽章について、

妹を失った彼の気持がよく表現されている

ようで感動的である、といった内容の評を

書いたことを知った矢代から「馬鹿なこと

をいうなと注意された記憶がある 」とい

う。矢代は音楽外の要素を作品に持ち込む

ことを嫌い、後にそういった要素に頼るこ

とを「音楽的貧困」と呼ぶようになる。別

宮は矢代について「それほどの徹底した、

純音楽主義者、あるいはよい意味の形式主

義者であったことはたしかである」と続け

ている。印刷時には妹に対する献辞は削除

し、その後一切この事実に触れることはな

かったという。

また、この《弦楽四重奏曲》には、 手

ピアノ版の自筆譜が存在する 。原曲の草

稿と比較すると、ピアノ版も同じところに

赤鉛筆で×印が書かれているため、原曲と

ほぼ同時期に書かれたものと思われるが、

作曲経緯の詳細は不明である。ピアノでは

それぞれの楽器が持つ音色の違いを出すこ

とができないため、オクターブを変えて弾

くなど音高を変えることで違いが出るよう

に工夫された箇所もある。第 楽章のフラ

ジオレットで演奏する箇所は、 分音符の

トレモロで表現されている。第 楽章の最

後のポルタメントの箇所はピアノの場合は

極めてスラーが強調されるべきであろう。

前述した《交響的小品》（ ）にもこ

の《弦楽四重奏曲》と同様にピアノ・ソロ

版が存在するという 。矢代とピアノとの

関係性については以前の拙稿でも触れたが、

矢代は東京音楽学校の同級生である江藤玲

子、長松純子といった優秀なピアノ科学生

とともに有名ピアニストの クロイツァー

にレッスンを受けるほどの腕前を持ってい

た。現在残されている僅かな音源と矢代の

弟子が伝えるところによると、優れたテク

ニックを持ち、繊細さと大胆さを併せ持つ

表現ができるピアニストであったことがわ

かる。しかし「音楽は普段着であっちゃい

けない」と語る矢代にとって、ピアノは

「あまりにも日常茶飯事が顔を出すようで

嫌だ 」と、ピアノ曲を作曲する際には

その距離感に悩んでいたという。しかし、

この《弦楽四重奏曲》の 手ピアノ版に関

しても、原曲の持つ面白さや、軽やかさ、

重厚さなどピアノが持つ特徴を生かした表

現で書かれているため、演奏者にとって弾

きごたえのある作品となっている 。

③矢代の音楽観とエクリチュール

矢代の作品は、緻密に磨き抜かれたエク

リチュールによって書かれている、などと

表現されることが多い。東京音楽学校で、

師の池内からフランス式書法を意味する

「エクリチュール」を重視することを教わ

った矢代は、作曲は仕上げの緻密さにこだ

わるべきで粗雑な音楽を書くことは一番良

くないという考えを基に、コンセルヴァト

ワールでは完璧なスタイルで仕上げをする

ことを重点的に学んだ。しかし響きの点に

おいては、矢代と同時代の日本の作曲家と

同様に、作品から感じられる「日本的なも

の」について触れられることがあった。

《弦楽四重奏曲》やその後に発表した《交

響曲》（ ）、《チェロ協奏曲》（ ）な

どと続く矢代の作品に関して、評論家から

は日本的感性や表現を指摘されているが、

矢代自身は特段日本的な要素を取り入れた

つもりはなかったと言うものの、その評価
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をさほど気にする様子はなかったという。

矢代は民族性については、そういった傾向

の素材を用いることで現れてくるような単

純なことではないと捉えていた 。特に矢代

の作品に見られる特有の「間」について、

後年、石桁真礼生が「あなたの世代の人達

に通じて、ある程度いえることは、この間

（ま）が少々貧困にみえるのですが、あな

たのは、これが極めて豊饒なのです 」と

述べ、そこに矢代の音楽が深い感動を与え

る鍵があるのでは、と続けている。ここで

触れられている矢代の豊かな楽想と豊潤な

響きを持ち合わせた《交響曲》などが作ら

れたのは 年代後半以降であるため本稿で

は扱わないが、この「日本的なもの」につ

いての議論は日本の作曲界では 年代以

降も続いていく。しかし、後世に残る作品

とはそういった要素を含めて独自性を打ち

出している作品であることは言うまでもな

い。

矢代は「前衛音楽」について、取り立て

て批判的な考えは持っていなかったものの、

例えば 音音楽については、音楽の中心は

旋律であり、 音にこだわると楽器が響か

ないため音の貧困につながる、と池内に語

っていたという 。この考えは、現在の楽

器は調音楽とともに発達してきたために、

その「調」がない場合は本来の響きが殺さ

れてしまう、という池内の考え と同様

である。また矢代は、自身が留学していた

頃のフランスでは 音音楽はあまり盛んで

はなく、電子音楽や具体音楽といったもの

は尚更演奏される機会や放送も少なかった、

と証言している。そして近い将来、ラジオ

の劇付随音楽や映画における効果音楽など

は完全に電子音楽やミュージック・コンク

レートに置き換わるだろうが、だからとい

ってそれらがクラシック音楽を脅かす存在

とは思わない、とも述べている 。

一方、 年発表の《涅槃交響曲》で世

界的に高い評価を得ることになる黛は、留

学翌年に帰国している。パリで過ごした

年間について、黛は後に「今迄自分に不足

していたものの的確な把握と、自分の持っ

ていたもので何処へ出しても負目 ひけめ

をとらないものに就いても自信を強めたこ

とと云い得る 」と語っている。また、伝

統とアカデミズムとは全く別なものと捉え

るべきで、アカデミーの殿堂であるコンセ

ルヴァトワールのアカデミズムには辟易し

たと述べ、「伝統は、いつも生活に直接の

結びつきを持ち、強固な人間性という支え

所に拠っている。だから、真に伝統を継承

しようとするには、疑いもなく旺盛な創造

精神が不可欠とされなければならない 」と

語っている。一方の矢代は、黛や前述の團

のような社会や生活のことを考えながら曲

を作るといった発想はなく、それらをまっ

たく音楽外のこととし、関心を持たなかっ

た。前述の 年の座談会で、作曲におけ

る社会現象や環境などについて、矢代は

「僕は対岸の火災です」と答えていること

からも、留学以前から一貫した考えであっ

たことがわかる。矢代は、パリにいて痛切

に感じたことは音楽のテクニックの問題で

あり、日本では十分な勉強が出来ていなか

ったと述べている。後に後輩へのメッセー

ジとして、深く音楽を知るためには基礎的

な勉強を続け、その上でプロ意識に徹する

べし、と伝えている 。矢代自身は留学し

ていた当時の環境や自身の考えについて、

次のように語っている。

自分の頭の中にえがいている音楽に無限に近

づけるのが作曲行為だと思うんですよ。ところ

が、そのための技術の不足を痛感しましてね。

芸大出て、これじゃいけない、と思ったんです

よ。だから、コンセルヴァトワールに入って良

かったと思うな。作曲のテクニックを習うには、

ここ程良い所はないもん。それに、その頃、円

は弱いし、留学生が働く所なんかないし、生活

がとても苦しいわけ。朝起きて、学校へ行く、

終わると下宿へ帰る。あとは勉強するしかない

んだな。金がないから、勉強は良くできたなあ

。

矢代が留学した 年間は、作曲を行うた

めの音楽書法を徹底的に学ぶことを中心と

した生活であった。それらが矢代にとって

は極めて充実した時間であり、作曲の基礎

が固められたことで自信につながり、自身

が信じる道を突き進む原動力となったと言

える。後にフランス政府から給付を受け、

教授として勤めていた東京藝大からの出張

も兼ねて半年間コンセルヴァトワールを再

訪した際も、伝統的な書式＝エクリチュー

ルの大切さを再認識し、図書館では和声や

フーガの試験問題に関する当時の最新の答

案を写譜してきたという 。戻ってからは

母校の学生へ伝えるべく、それらとともに

留学中に写譜したドビュッシーやラヴェル
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など大作曲家の答案をまとめた大量のノー

トを持ち込み、指導していたという 。そ

ういったことからも、フランス留学は矢代

の音楽観形成に大きな影響を及ぼしたと言

える。そして結果的に、音楽仲間の動向や、

それらに対するやや一元的な評価といった

様々な情報が飛び交う 年代前半の日本

の音楽界の中ではなく、西欧の地で自身の

音楽観をじっくりと見極められたことは、

矢代にとって幸いであったと言えよう。一

部で言われていたような、伝統的な音楽が

崩壊の道を辿ったところから新しい音楽が

生まれるのでは、といった考えを矢代は無

意味なものと捉えていた。それは、矢代が

音楽の普遍的な本質を知り尽くしていたか

らであった。調機能に関しても「五年間の

大部分を、僕は、有調音楽の研究に没頭し

た。それも、有調音楽としては、ギリギリ

の線をテッテイ的に研究した」と述べ、

「偉大なドデカフォニスト達は、皆、伝統

音楽を技法的に知りつくし、調機能の支配

力の恐ろしさを身に沁みて知った上で、そ

れを乗りこえ、自己の技法を見出した人達

なのである。彼等は皆、一度ならず、有調

音楽の最後の線の上で逡巡し、悩み、あが

き、やっと、そこを脱出したのであって、

こういった技法上の苦労なしには、十二音

も、無調も、非調も前衛もあり得ない筈で

ある」と続けている 。そして、矢代は作

曲家の内面的なものに対し、度々使ってい

た言葉である「メチエ」が意味する最高の

職人芸をもって完璧なものにする、という

道を突き進んでいった。

池内や島岡譲といった先人の流れを継い

だ矢代による、「エクリチュール」を大切

にしたコンセルヴァトワールの指導は、矢

代から指導を受けた永富正之、野田暉行、

尾高惇忠、川井学といった後輩に引き継が

れ、東京藝術大学の作曲教育の本流であり

続けている。 年には同大学の作曲科に

「エクリチュール専攻」が新設された。こ

れは、和声学とフーガを中心にエクリチュ

ールを学ぶコースで、「作曲理論の研究と

指導ができる人材の育成を目指し、（中略）

ヨーロッパ音楽の基礎として音楽技法 エ

クリチュール 和声、対位法、フーガ、管

弦楽法他 を専門的に学ぶ 」という主旨を

もって新設されたという。世界に比肩する

現在の日本音楽界において、若き作曲家の

卵に書式の完璧さを追求できる環境を整え

たことは、矢代を慕う関係者の尽力による

ものではあるが、同時に日本の音楽界に、

矢代が貫いた信念は正しかった、と証明す

ることとなった。矢代は 歳の若さで早世

したため発表した作品数こそ少ないものの、

「仕上がりの良い」それらの作品はすべて

国内外で演奏され続けている。当時矢代は、

一部の音楽家からは保守的と批判されるこ

ともあったが、それらを意に介さず、伝統

的音楽書法を徹底的に学び、自身の中で推

敲を重ねてオリジナリティーを持つ作品を

生み出すことに成功した。また、そういっ

た書法を学ぶことの重要性を後進に伝え、

広めた功績は大きい。現在も、そしてこれ

からも矢代の精神は生き続けるであろう。

おわりに
本稿では日本の 年代前半における音

楽界と、その時期にパリへ留学していた矢

代の音楽観を考察した。海外から同世代の

音楽家が発表した新しい書法が入ってきた

ことにより、日本でも様々なスタイルの音

楽が混在していたが、作曲家をはじめ、評

論家、演奏家、聴衆らがそれぞれの立場か

ら活発な意見や議論をたたかわせることで

音楽界は活性化していった。その頃、矢代

は長い伝統を守り続けていたコンセルヴァ

トワールに留学し、作品を書くこと以前の

書式 エクリチュール を勉強することの大

切さを実感し、じっくりと腰を据えて端麗

な音楽を書くための準備をすべく習熟の

日々を送っていた。同時に、戦後ヨーロッ

パの作曲界の新しい動向を的確に、広範に

わたり把握して本質を見極めたことで、そ

の後矢代は自身の信じる道を貫き通すこと

となった。

響きの豊潤さを求め、それを体現した作

品が生まれた 年代後半以降を含め、今

回扱わなかった時代や矢代の音楽観につい

ては、今後も引き続き研究を続けていくつ

もりである。
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注
幸田には他に、作曲年代不詳の《ヴァイオリン・ソ

ナタニ短調》（未完）も存在する。
ヴァイオリニストの鈴木鎮一らによって 年に設

立された東京帝国音楽学校にも作曲科が置かれていた
という。作曲家菅原明朗が主任教授を務めていたが、

年に東京大空襲による焼失で廃校となる。
『音楽芸術』 年 月号に掲載された早坂のイン

タビューより。『日本戦後音楽史 上』、 所収。ま
た、早坂を唯一の師と仰いでいた武満徹は早坂の精神
を継ぐ作曲家と言われている。
本稿では、 年まで刊行されていた『音楽芸術』

からいくつか引用、参照しているが、作品自体を掘り
下げて研究する目的ではないため、その後の作品にお
ける評価の変遷などは追っていないことを断っておく。
『音楽芸術』 年 月号、 。
『音楽芸術』 年 月号で松本太郎が「十二音階

音楽の発展」を書いており、それからは箕作秋吉や入
野義朗などによって 音音楽の解説が組まれるよう
になっていった。しかし同誌の 年 月号の特集
「ドデカフォニズム是非論」で「十二音音楽は衰退し
つつあるか？」というテーマが挙げられているが、そ
こでは「すでにドデカフォニーという言葉さえ古い」
という意見が出ている。

清水脩「調性の解放から否定へ―現代音楽への一考
察―」、『音楽芸術』 年 月号、 。

年 月号の『教育音楽（小学版）』でも「現代
音楽の様相」という特集が組まれ、 音音楽やミュー
ジック・コンクレートなどを扱っていることから、こ
の頃は教育機関においても前衛音楽への興味・関心が
持たれていたことがわかる。
内田るり子「同じ世代の作曲家の話」、『音楽芸術』

年 月号、 での発言。
『音楽芸術』 年 月号の特集「作曲界批判」に

は、「作曲界寓言」と「創造精神の欠如」と題した匿
名寄稿と、音楽批評家の原太郎による「 年以後の
作曲界批判」が掲載されている。 。
同前。
『音楽芸術』 年 月号、 。
秋山邦晴「日本の未来派音楽 その５ 伊藤昇の場合

③」、『音楽芸術』 年 月号、 。
團伊玖磨 「戦後の自作品とこれからの創作」、『音

楽芸術』 年 月号、 。
「ローゼンシュトックを囲んで」、『音楽芸術』
年 月号、 。ローゼンシュトックは

年から 年に新交響楽団（現 交響楽団）の常

任指揮者を務め、同楽団の水準向上に大きく貢献した。
その後 年に再来日し、名誉指揮者に就任する。

「告白的三善論」、『オルフェオの死』所収、 。
『音楽芸術』 年 月号、 。
『音楽芸術』 年 月号の評論家（無記名）

による「演奏会月評」、 。東京交響楽団の定期演
奏会で邦人作品二作を取り上げたことに関し、「創作
者に内在する批評精神に照らして、慎重に考えるべき
ではないか」と述べ、演奏を含め楽団の運営当事者に
対する批判も掲載している。

中野吉郎 「現代音楽と放送」、『音楽芸術』 年
月号、 。
ヴァイオリニストの鈴木共子の言。『音楽芸術』

年４月号、 。
オイストラフ「日本の音楽について」、『音楽芸

術』 年 月号、 。
アンケート「邦人作品を一般に普及させるにはど

うしたらよいか」、『音楽芸術』 年 月号、
。
同前。
山根銀二による東京音楽学校卒業演奏会の評より。

『音楽芸術』 年 月号、 。
「近代・現代における音楽」、 年、 ラ

ジオ放送。遠山一行との対談での矢代の言。『矢代秋
雄音楽の世界』に所収、 。

船山隆「声とエクリチュール」、『矢代秋雄 人と
作品』に所収、 。

野田暉行「矢代秋雄とエクリチュール」より。
『矢代秋雄人と作品』、 。

『音楽芸術』 年 月号、 。
「別宮貞雄に聴く」、『音楽芸術』 年 月号、

。
遠山一行「矢代秋雄―清潔なナルシシスムの時間」、

『矢代秋雄人と作品』に所収、 。
矢代秋雄「留学とは」、吉田秀和編『音楽留学生』

（音楽之友社、 年）、 所収、より。
印刷楽譜に掲載された「作曲者のことば」より。
丹羽正明「作曲家訪問 矢代秋雄」、『音楽芸術」
年 月号」、 。
「パリの 年間矢代秋雄氏にきく」、『音楽芸術』、
年 月号、 。本番の数日前に聞かせてもら

った彼らの演奏は申し分なかった、と絶賛している。
『オルフェオの死』 。

「今月の音楽会から」の属啓成による「現代音楽
協会」邦人作品発表会に対する評。当日は間宮芳生の
《ピアノ・ソナタ》等、 名の作曲家の作品が演奏さ
れた。『音楽芸術』 年 月号、 。
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年 月に行われた「現代音楽の夕」プログ
ラムより。『オルフェオの死』 。

矢島繁良の「矢代秋雄頌」に「弦楽 重奏以来
彼の作品に異常な関心と賞讃の辞をおしまないダルラ
ピッコラ」との記述がある。『フィルハーモニー』

年 月号、 。
富樫康「矢代秋雄の作品とレコード」、『音楽芸

術』 年 月号、 。
出版楽譜に掲載された「作曲者のことば」より。

別宮貞雄「矢代秋雄の場合」、『音楽芸術』 年
月号、 。

筆者の博士論文に自筆譜を基に《弦楽四重奏曲》四
手版を楽譜に起こした印刷譜を掲載しているため、こ
こでは省く。

船山隆「声とエクリチュール―矢代秋雄論」の注
釈 より。『矢代秋雄人と作品』所収、 。

丹羽正明「作曲科訪問 矢代秋雄」、『音楽芸術』
年 月号、 。

筆者は 年に東京藝術大学内ホールにて、草稿
譜をもとに《弦楽四重奏曲》四手版の演奏を行った。

石桁真礼生「矢代秋雄へのこれでも手紙のうち」、
『音楽芸術』 年 月号、 。

しかし矢代は富樫康との対談で、日本のピアノ曲
に関して高く評価する曲を聞かれ、徹底した 音音
楽の作品である諸井誠の《ピアノのためのアルファと
ベータ》（ ）を挙げている。「新作曲家論」、『オル
フェオの死』所収、 。

池内友次郎「私の作曲教育」、『音楽芸術』
年 月号、 。

「パリの 年間矢代秋雄氏にきく」、『音楽芸術』、
年 月号、 より。

『音楽芸術』 年 月号、 。
黛敏郎「伝統とアカデミズム」、『音楽芸術』 年、
月号、 。
「もっと、もっと、もっと…」、『オルフェオの死』、

。
松尾昌介 「天職」矢代へのインタビューより、

『音楽現代』 年 月号に掲載。
矢代は「ここ百年くらいの資料をずっと見ると」

と言っていることから、和声の解答などは留学中を含
め、大量の資料を集めて研究していたことがわかる。
谷川俊太郎との対談「作曲修行」、『オルフェオの死』

。
野田暉行「矢代秋雄とエクリチュール」より。『矢

代秋雄人と作品』、 。
矢代秋雄「留学とは」、吉田秀和編『音楽留学生』

（音楽之友社、 年）、 所収より。

東京藝術大学音楽学部 入試情報サイト」に掲載
されている「東京藝術大学音楽学部 年度入学者
選抜要項」より。

主な参考文献
・矢代秋雄『オルフェオの死』深夜叢書社、 年。
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Japanese music in the early 1950s and Akio Yashiro 
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【Abstract】 
In the early 1950s in Japan, post-war chaos settled, it was brimming with vitality. In 

classical music, there appeared composers who were influenced by the new avant-garde 
music in Europe and the United States, composers who incorporated Japanese elements that 
have been able to be called nationalism into their works, and composers who had both sides. 
Composers with a high awareness took the lead in revitalizing the music world. Around that 
time, Akio Yashiro (1929-1976), one of the leading Japanese composers, studied traditional 
composition in Paris and devoted himself to his research. The only work he wrote during that 
period, String Quartet, attracted people worldwide and became Yashiro's full-fledged debut.  
In this article, trends of the Japanese music world in the early 1950s are described, and 
Yashiro's views on music that were strengthened and nurtured during his study in Paris are 
examined. 
 
【Keywords】 
Akio Yashiro, modern music, early 1950s, “écriture” 




